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う
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ん
し

朝
鮮
通
信
使

17
知
る

■
朝
鮮
通
信
使
と
は
？

朝
鮮
通
信
使
は
、
足
利
・
豊
臣
・
徳
川
の
武
家
政
権
に
対
し
て
、
朝

鮮
国
王
が
書
契(

国
書)
お
よ
び
礼
単(

進
物)

を
も
た
ら
す
た
め
派
遣
し

し
ょ
け
い

た
外
交
使
節
団
の
こ
と
で

朝
鮮
信
使

信
使

朝
鮮
来
聘
使

来

、「

」「

」「

」「

ら
い
へ
い

し

聘
使
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
実
質
的
に
は
、
江
戸
時
代
に

十
二
回
に
わ
た
っ
て
来
日
し
た
使
節
団
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
は
、
幕
府
の
命
を
受
け
た
対
馬
藩
主
が
朝

鮮
へ
使
者
を
派
遣
し
、
こ
れ
を
受
け
た
朝
鮮
側
が
、
正
使(

文
官
堂
上

正
三
品)

、
副
使(

文
官
堂
下
正
三
品)

、
従
事
官
（
文
官
五
・
六
品)

の

三
使
を
中
心
に
使
節
団
を
編
成
し
ま
し
た
。
こ
の
三
使
に
は
、
将
来
朝

鮮
政
府
首
脳
部
に
な
る
べ
き
人
物
が
選
ば
れ
ま
す
。

、

、

こ
の
通
信
使
の
来
日
は

文
化
面
に
お
い
て
も
多
大
な
影
響
を
与
え

絵
画
や
歌
舞
伎
の
題
材
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
な
か

で
も
、
当
時
の
文
化
人
に
と
っ
て
は
、
先
進
的
な
大
陸
の
文
化
を
取
り

入
れ
る
絶
好
の
機
会
で
し
た
。

朝
鮮
か
ら
江
戸
ま
で

■朝
鮮
王
朝(

一
三
九
二
年
に
李
成
桂
に
よ
っ
て
成
立)

の
宮
中
に
お
い

り

せ
い
け
い

て
三
使
が
国
王
に
挨
拶
を
行
っ
た
後

通
信
使
一
行
は

都
が
あ
る
漢
陽

、

、

ハ
ニ
ヤ
ン

(

現
ソ
ウ
ル)

を
出
発
、
陸
路
で
釜
山
浦
へ
下
り
、
永
嘉
台
か
ら
乗
船
し

ヨ
ン

カ

デ

て
対
馬
に
渡
り
ま
す
。
対
馬
・
壱
岐
を
経
て
筑
前
の
藍

島(

福
岡
県
新

あ
い
の
し
ま

宮
町
相
島)

に
至
り
、
日
本
本

土
の
最
初
の
停
泊
地
、
赤
間

あ
か

ま

関(

山
口
県
下
関
市)

に
到
着

す
る
と
、
対
馬
藩
や
西
国
大

名
の
護
送
船
を
加
え
て
大
船

団
が
構
成
さ
れ
、
瀬
戸
内
海

に
入
り
、
上
関(

山
口
県
熊
毛

郡)

・
牛
窓(

岡
山
県
瀬
戸
内

市)

・
兵
庫(

兵
庫
県
神
戸
市)

な
ど
の
要
所
要
所
の
港
で
潮

待
ち
・
風
待
ち
を
し
な
が
ら

大
坂
に
入
り
ま
す
。

通
信
使
は
、
こ
の
大
坂
で

幕
府
が
用
意
し
た
川
御
座
船
に
乗
り
換
え
て
淀
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
淀

か
わ

ご

ざ

ぶ
ね

に
上
陸
、
京
都
滞
在
を
経
て
、
大
津
・
草
津
宿
へ
と
入
り
ま
す
。
そ
の

後
、
一
行
は
、
野
洲
よ
り
朝
鮮
人
街
道
を
通
っ
て
彦
根
ま
で
行
き
、
中

山
道
を
経
由
し
て
東
海
道
に
戻
り
、
江
戸
へ
と
向
か
い
ま
す
。
復
路
は

こ
の
行
程
を
逆
に
た
ど
っ
て
朝
鮮
に
帰
国
し
て
お
り
、
往
復
で
半
年
に

も
及
ぶ
長
旅
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
慶
長
元(

一
五
九
六)

年
か
ら
の
使
節
団
に
は
、
一
回
に

つ
き
約
三
百
～
五
百
人
の
人
員
が
随
行
し
て
お
り
、
寛
永
十
三(

一
六

、

、

三
六)

年
以
降
は

そ
の
内
の
船
団
関
係
者
約
百
名
が
大
坂
で
残
留
し

江
戸
を
往
復
す
る
間
に
長
い
航
海
で
傷
ん
だ
船
体
を
補
修
し
て
帰
路
に

備
え
て
い
ま
し
た
。
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■
来
日
理
由

室
町
時
代
に
は
、
六
回
に
わ
た
っ
て
通
信
使
が
来
日
し
ま
し
た
。
来

日
の
理
由
は
、
倭
寇
禁
止
の
要
請
や
将
軍
襲
職
祝
賀
が
多
く
、
幕
府
も

同
じ
認
識
で
迎
え
て
お
り
、
寛
正
元(

一
四
六
〇)

年
に
来
日
し
た
通
信

、

、

。

使
は

日
本
の
請
い
に
応
じ
て

大
蔵
経
や
諸
経
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

ま
た
、
豊
臣
政
権
の
も
と
で
は
、
二
回
に
わ
た
り
、
い
ず
れ
も
文
禄
・

慶
長
の
役(

壬
申
・
丁
酉
倭
乱)

に
関
係
し
た
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
十
二
回
来
日
し
ま
し
た
が
、
初
期
の
五
回
ま
で
は
複

朝
鮮
通
信
使
一
覧(

『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
り
作
成)

謁
見
年

朝
鮮
暦

西
暦

主
権
者

正
使

招
聘
理
由
〈
日
本
〉

来
聘
理
由
〈
朝
鮮
〉

人
員

―

―

①

応
永
二
十

太
宗
十
三

一
四
一
三

足
利
義
持

朴

賁

倭
寇
禁
止
要
請
、
国
情
探
索

―

②

永
享
元

世
宗
十
一

一
四
二
九

足
利
義
教

朴
瑞
生

将
軍
就
任
祝
賀
、
前
将
軍
致
祭

将
軍
襲
職
祝
賀
、
前
将
軍
致
祭

―

③

永
享
十
一

世
宗
二
十
一

一
四
三
九

同

高
得
宗

旧
交
を
復
す

交
聘
を
復
す
、
倭
寇
禁
止
要
請

④

嘉
吉
三

世
宗
二
十
五

一
四
四
三

足
利
義
勝

下
孝
文

将
軍
就
任
祝
賀
、
前
将
軍
致
祭

将
軍
襲
職
祝
賀
、
前
将
軍
致
祭

約
五
〇

⑤

寛
正
元

世
祖
五

一
四
六
〇

足
利
義
政

宋
処
倹

大
蔵
経
要
請

日
本
国
王
使
へ
の
回
答
、
大
蔵
経
・
諸
経
の
贈
呈

約
一
〇
〇

―

―

⑥

文
明
十
一

成
宗
十

一
四
七
九

足
利
義
尚

李
亨
元

旧
好
を
修
す

―

⑦

天
正
十
八

宣
祖
二
十
三

一
五
九
〇

豊
臣
秀
吉

黄
允
吉

朝
鮮
の
帰
服

国
内
統
一
の
祝
賀
、
献
俘
答
礼

⑧

慶
長
元

宣
祖
二
十
九

一
五
九
六

同

黄

慎

降
伏
和
議

修
好
、
日
本
軍
撤
退
の
要
請

三
〇
九

⑨

慶
長
十
二

宣
祖
四
十

一
六
〇
七

徳
川
秀
忠

呂
祐
吉

和
好
を
修
め
る

南
辺
の
た
め
対
日
友
好
保
持
、
捕
虜
返
還
、
国
情
探
索

五
〇
四

⑩

元
和
三

光
海
君
九

一
六
一
七

同

呉
允
謙

大
坂
平
定
、
日
本
統
一
の
祝
賀

国
情
探
索
、
捕
虜
返
還
、
対
馬
藩
牽
制

四
二
八

⑪

寛
永
元

仁
祖
二

一
六
二
四

徳
川
家
光

鄭

岦

家
光
襲
職
の
賀

将
軍
襲
職
の
祝
賀
、
捕
虜
返
還
、
国
情
探
索

四
六
〇

⑫

寛
永
十
三

仁
祖
十
四

一
六
三
六

同

任

絖

泰
平
の
賀

朝
鮮
政
策
確
認
、
対
馬
藩
主
擁
護
、
中
国
対
策

四
七
八

⑬

寛
永
二
十

仁
祖
二
十
一

一
六
四
三

同

尹
順
之

家
綱
誕
生
の
賀
、
日
光
廟
増
築

友
好
保
持
、
清
朝
牽
制
、
国
情
探
索

四
七
七

⑭

明
暦
元

孝
宗
六

一
六
五
五

徳
川
家
綱

趙

珩

家
綱
襲
職
の
賀

将
軍
襲
職
の
祝
賀

四
七
八

⑮

天
和
二

粛
宗
八

一
六
八
二

徳
川
綱
吉

尹
趾
完

綱
吉
襲
職
の
賀

将
軍
襲
職
の
祝
賀

四
七
三

⑯

正
徳
元

粛
宗
三
十
七

一
七
一
一

徳
川
家
宣

趙
泰
億

家
宣
襲
職
の
賀

将
軍
襲
職
の
祝
賀

五
〇
〇

⑰

享
保
四

粛
宗
四
十
五

一
七
一
九

徳
川
吉
宗

洪
致
中

吉
宗
襲
職
の
賀

将
軍
襲
職
の
祝
賀

四
七
五

⑱

寛
延
元

英
祖
二
十
四

一
七
四
八

徳
川
家
重

洪
啓
禧

家
重
襲
職
の
賀

将
軍
襲
職
の
祝
賀

四
七
七

⑲

明
和
元

英
祖
四
十

一
七
六
四

徳
川
家
治

趙

曮

家
治
襲
職
の
賀

将
軍
襲
職
の
祝
賀

四
七
七

⑳

文
化
八

順
祖
十
一

一
八
一
一

徳
川
家
斉

金
履
喬

家
斉
襲
職
の
賀

将
軍
襲
職
の
祝
賀

三
二
七
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雑
な
理
由
を
秘
め
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
寛
永
十
三
年
の
通
信
使
の

場
合
、
幕
府
で
は
「
泰
平
の
祝
賀
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
朝
鮮
王

朝
で
は
、
徳
川
将
軍
の
呼
称
を
従
来
の
「
日
本
国
王
」
か
ら
「
日
本
国

大
君
」
へ
と
変
更
し
た
こ
と
や
、
対
馬
藩
主
で
あ
る
宗
義
成
の
国
書
偽

そ
う
よ
し
な
り

造
を
暴
露
し
た
対
馬
藩
家
老
柳
川
調
興
の
処
分
な
ど
、
朝
鮮
政
策
の
変

や
な
が
わ
し
げ
お
き

化
の
意
味
を
探
り
、
か
つ
、
柳
川
氏
と
対
決
し
た
宗
義
成
を
擁
護
す
る

た
め
に
来
日
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
六
世
紀
末
、
明
国
で
農
民
の
反
乱
が
多
発
し
、
加
え
て
元

和
二(

一
六
一
六)

年
、
中
国
東
北
部
に
後
金(

後
の
清
国)

が
建
国
さ
れ

る
な
ど
、
大
陸
の
情
勢
は
緊
迫
し
て
い
ま
し
た
。

朝
鮮
は
、
北
方
よ
り
侵
入
す
る
後
金
の
圧
力
に

対
し
、
明
国
を
支
持
す
る
方
策
を
堅
持
し
て
い
た

た
め
、
通
信
使
派
遣
は
、
南
方
日
本
と
の
和
平
を

保
つ
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
も
の
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
通
信
使
の
来
日
は
、
東
ア
ジ
ア

の
動
向
と
も
深
く
関
連
し
て
い
ま
す
。

■
五
山
と
通
信
使

京
都
と
朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
に
は
、
京
都
五
山
、
と
り
わ
け
天
龍
寺

・
東
福
寺
・
建
仁
寺
・
相
国
寺
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
室

町
時
代
の
京
都
五
山
は
、
仏
典
の
研
究
ば
か
り
で
な
く
儒
学
の
研
鑽
に

も
努
め
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
五
山
文
学
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

対
馬
の
厳
原(

長
崎
県
対
馬
市)

に
あ
っ
た
朝
鮮
と
の
外
交
事
務
を
管

い
ず
は
ら

掌
す
る
以
酊
庵(

現
西
山
寺)

に
は
、
寛
永
年
度
か
ら
京
都
の
碩
学
の
僧

い

て
い
あ
ん

が
輪
番
僧
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
て
、
慶
応
二(

一
八
六
六)

年
の
廃
止

ま
で
、
天
龍
寺
か
ら
三
十
七
人
、
東
福
寺
か
ら
三
十
三
人
、
建
仁
寺
か

ら
三
十
二
人
、
相
国
寺
か
ら
二
十
四
人(

い
ず
れ
も
の
べ
人
数)

が
赴
任

し
て
い
ま
す
。

歩
く
／
見
る

■
唐
人
雁
木
旧
跡

伏
見
区
納
所
町

と
う
じ
ん
が
ん
ぎ

の

う

そ

伏
見
区
の
淀
に
「
唐
人
雁
木
旧
趾
」
と
か
か
れ
た
小
さ
な
石
標
が
あ

。「

」

、

り
ま
す

雁
木

と
は
船
着
場
の
桟
橋
に
作
ら
れ
た
階
段
の
こ
と
で

淀
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
き
た
通
信
使
は
、
こ
の
地
点
よ
り
上
陸
し
、
陸

路
で
京
都
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

こ
の
上
陸
地
点
に
は
茶
屋
が
設
け
ら
れ
、
一
行
は
こ
こ
で
丁
重
な
接

待
を
受
け
て
お
り
、
明
暦
元(

一
六
五
五)

年
の
と
き
は
接
待
に
あ
た
っ

た
宗
義
成
と
淀
藩
主
永
井
尚
政
の
請
い
に
よ
っ
て
、
下
船
後
、
近
く
の

富
商
の
家
で
振
る
舞
い
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
家
は
、
生
け
垣
に
囲
ま
れ
、
松
の
木
と
動
物
に
似
た
石
が
池
辺、

に
あ
る
瀟

洒
な
屋
敷
で
あ
り

し
ょ
う
し
ゃ

こ
の
と
き
、
供
さ
れ
た
食
事
に

は
、
馬
乳
・
葡
萄
・
大
き
な
栗

・
み
ず
み
ず
し
い
梨
・
干
し
柿

な
ど
が
あ
っ
た
、
と
従
事
官
で

あ
り
有
数
の
詩
人
で
も
あ
っ
た

南
龍
翼(

号
は
壺
谷)

は
『
扶
桑

ナ
ム
ヨ
ン
イ
ク

ホ

ゴ

ク

録
』
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

■
通
信
使
の
入
洛
順
路

、

、

。

、

通
信
使
は

淀
で
上
陸
し
た
後

鳥
羽
街
道
を
北
上
し
ま
す

途
中

実
相
寺(
南
区
上
鳥
羽
鍋
ケ
淵
町)

が
休
憩
場
所
と
さ
れ
、
正
使
・
副
使

・
従
事
官
の
三
使
以
下
、
衣
冠
を
改
め
て
入
洛
に
備
え
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
江
戸
時
代
す
で
に
京
都
を
控
え
た
近
郊
農
村
地
帯

で
、
水
田
の
ほ
か
、
木
綿
や
野
菜
の
栽
培
も
盛
ん
で
、
通
信
使
が
書
き
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残
し
た
記
録
に
も
行
き
届
い
た
土
地
利
用
が
目
に
と
ま
っ
た
と
の
記
事

が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
水
車
の
技
術
に
関
し
て
は
、
そ
の
技
術
を
持
ち

帰
り
、
朝
鮮
の
農
場
に
取
り
入
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
本
圀
寺
跡

下
京
区
堀
川
通
五
条
下
る
柿
本
町

寛
永
十
三(
一
六
三
六)

年
以
降
、
通
信
使
は
、
享
保
四
年(

一
七
一

九)

の
本
能
寺
宿
泊
を
除
け
ば
、
す
べ
て
本
国(

圀)

寺
を
宿
舎
と
し
て

京
都
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

通
信
使
は
、
本
国
寺
か
ら
松
原
通
を
東
に
入
り
室
町
通
ま
で
行
き
、

室
町
通
を
今
度
は
北
に
三
条
通
ま
で
上
が
り
、
三
条
通
を
東
へ
折
れ
、

東
海
道
の
入
り
口
で
あ
る
三
条
大
橋
か
ら
江
戸
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

江
戸
か
ら
の
帰
路
に
お
い
て
は
、
三
条
通
か
ら
縄
手
通(

大
和
大
路)

を
南
へ
下
っ
て
方
広
寺
大
仏
殿
前
を
通
り
ま
す

こ
れ
は
享
保
九
年(

一

。

七
二
四)

ま
で
大
仏
殿
前
で
対
馬
藩
主
主
催
の
招
宴
が
あ
っ
た
た
め
で

、

、

、

あ
り

大
仏
殿
か
ら
の
帰
路
は

五
条
通(

現
松
原
通)

ま
で
北
上
し
て

寺
町
通
→
四
条
通
→
室
町
通
→
松
原
通
の
順
で
本
国
寺
に
入
り
ま
す
。

宿
館
で
あ
っ
た
本
国
寺
は
、
当
代
の
文
化
人
に
と
っ
て
は
格
好
の
交

流
の
場
で
あ
り
、
寛
永
十
四(

一
六
三
七)

年
に
通
信
使
が
江
戸
か
ら
の

帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
漢
詩
人
の
石
川

丈
山(

藤
原
惺
窩
門
人)

が

じ
ょ
う
ざ
ん

ふ
じ
わ
ら
せ
い

か

当
寺
を
訪
れ
、
一
行
の
書
記
で
あ
る
権

侙(

号
菊
軒)

と
筆
談
や
詩
文

ク
オ
ン
シ
ク

の
応
酬
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
国
寺
は
、
貞
享
二(

一
六
八
五)

年
よ
り
水
戸
藩
主
徳
川
光
圀

み

と

み
つ
く
に

の
庇
護
を
受
け
、
寺
名
を
「
本
圀
寺
」
に
改
め
た
と
伝
え
て
お
り
、
昭

和
四
十
六
年
に
は
、
山
科
区
御
陵
大
岩
の
現
在
地
に
堂
舎
を
移
し
て
い

ま
す
。

■
二
条
城
と
大
徳
寺

『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
の
い
く
つ
か
に
は
、
通
信
使
一
行
が
二
条
城

の
前
を
行
く
光
景
を
描
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
通
信
使
を
扱
っ
た
記

録
類
に
は
、
二
条
城
に
立
ち
寄
っ
た
記
事
は
皆
無
で
、
慶
長
よ
り
寛
永

元
年
ま
で
の
三
度
は
紫
野
大
徳
寺
が
宿
館
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は

そ
の
時
の
情
景
を
描
い
た
も
の
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

本
国
寺
と
同
様
に
大
徳
寺
で
も
、
寛
永
二(

一
六
二
五)

年
、
江
戸
よ

り
帰
途
の
際
、
当
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
江
月
宗
玩
が
三
使
に
茶
酒
を
呈

こ
う
げ
つ
そ
う
が
ん

し
て
歓
待
し
、
江
月
の
五
言
絶
句
に
三
使
が
次
韻
す
る
な
ど
の
文
化
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(
)

■
耳
塚

東
山
区
茶
屋
町

豊
国
神
社
門
前

耳
塚
と
は
、
豊
国
神
社
の
門
前
に
あ
る
、
土
を
大
き
く
盛
り
、
そ
の

。

、

上
に
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
た
塚
の
こ
と
で
す

文
禄
・
慶
長
の
役
の
際

武
士
達
は
、
首
級
の
代
わ
り
に
朝
鮮
人
の
耳
や
鼻
を
塩
漬
け
に
し
て
樽

に
詰
め
京
都
に
送
り
ま
し
た
。
耳
塚

は
そ
れ
を
供
養
す
る
た
め
に
造
ら
れ

た
塚
で
す
。

寛
永
元(

一
六
二
四)

年
に
来
日
し

た
通
信
使
副
使
姜

弘
重
は
翌
年
正

カ
ン

ホ
ン
ジ
ュ
ン

月
十
七
日
に
大
仏
を
訪
れ
、
耳
塚
を

見
て
深
く
心
を
痛
め
て
お
り
、
ま
た

『
洛
陽
名
所
集
』
巻
四
は
「
高
麗
人

来
朝
の
お
り
は
、
此
塚
を
見
て
、
か

な
ら
ず
落
涙
す
と
き
こ
え
ぬ
、
げ
に

そ
の
時
う
た
れ
し
人
の
末
な
る
も
お

ほ
し
と
ぞ
」
と
記
し
、
朝
鮮
通
信
使

の
耳
塚
参
拝
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
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